
浦
西
和
彦
教
授
略
年
譜

－
メ
イ
ド
号
」
で
太
平
洋
単
独
横
断
航
海
し
た
堀
江
謙
一
が
い
た
。

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）

十
一
月
十
一
日
、
母
が
心
臓
を
患
い
、
大
阪
市
東
区
法
円
坂
町
一
番
二
番

合
併
地
の
病
院
で
死
去
。

’
九
六
○
年
（
昭
和
三
十
五
年
）

三
月
三
十
一
日
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
を
卒
業
。

四
月
一
日
、
関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
科
に
入
学
。
三
年
次
の
時
か
ら
、

四
年
次
生
配
当
の
谷
沢
永
一
先
生
の
授
業
を
聴
講
し
、
魅
了
さ
れ
る
。

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）

三
月
、
関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
科
を
卒
業
。
卒
業
論
文
は
「
源
氏
物
語
」

を
取
り
上
げ
た
。

四
月
一
日
、
岐
阜
県
立
坂
下
女
子
高
等
学
校
教
諭
に
就
任
。
文
蕊
部
、
新

聞
部
、
卓
球
部
の
顧
問
を
す
る
。
坂
下
町
の
弥
坂
橋
を
越
え
る
と
長
野

県
の
山
口
村
で
あ
る
。
山
口
村
で
葉
山
嘉
樹
が
晩
年
を
過
ご
し
た
。
当

’
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
年
）
辛
己

九
月
八
日
、
大
阪
市
東
成
区
東
小
橋
北
之
町
三
丁
目
十
番
地
で
生
ま
れ
る
。

父
浦
西
正
夫
・
母
て
る
子
の
長
男
。
父
は
紳
士
服
仕
立
て
職
人
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）

三
月
十
三
日
、
大
阪
大
空
襲
で
自
宅
が
焼
失
。
父
が
兵
隊
に
召
集
さ
れ
て

お
り
、
石
川
県
羽
咋
郡
河
合
村
大
字
下
河
合
七
十
二
番
地
の
母
方
の
祖

父
母
の
家
に
疎
開
す
る
。
そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
る
。
敗
戦
後
、
一
家
は

大
阪
市
東
成
区
北
中
道
町
一
丁
目
八
十
二
番
地
に
移
住
。
父
は
職
人
を

三
～
四
名
か
か
え
、
そ
ご
う
百
貨
店
専
属
の
オ
ー
ダ
ー
紳
士
服
の
裁
縫

の
仕
事
を
す
る
。

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
年
）
、
一

四
月
一
日
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
に
入
学
。
同
窓
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
世
界
殿
堂
入
り
を
し
た
佐
藤
信
夫
、
巨
人
軍
で
投
手
と
し
て
活

踊
し
た
村
瀬
広
基
ら
が
い
た
。
ま
た
、
二
年
上
に
は
、
小
型
ヨ
ッ
ト
「
マ



一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）

四
月
一
日
、
関
西
大
学
文
学
部
専
任
講
師
に
就
任
。

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
十
八
年
）

六
月
十
五
日
、
「
葉
山
嘉
樹
」
〈
近
代
文
学
資
料
６
〉
を
桜
楓
社
よ
り
刊
行
。

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
九
年
）

四
月
一
日
、
関
西
大
学
文
学
部
助
教
授
に
就
任
。
夏
休
み
に
ゼ
ミ
生
と
秋

田
市
に
伊
藤
永
之
介
の
調
査
に
出
か
け
る
。
秋
田
市
八
橋
に
あ
る
全
良

寺
の
官
修
墓
地
に
伊
藤
永
之
介
の
墓
に
お
参
り
し
た
折
、
葉
山
嘉
樹
の

祖
父
平
右
衛
門
（
小
倉
藩
東
征
後
援
出
兵
で
秋
田
で
戦
死
）
の
墓
を
発

見
す
る
。

十
一
月
七
日
、
第
三
回
市
民
大
学
教
養
講
座
（
日
本
文
学
の
部
）
で
「
宮

本
百
合
子
の
文
学
ｌ
「
伸
子
」
を
中
心
に
ｌ
」
を
千
里
市
民
セ
ン
タ
ー

で
講
演
。

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）

三
月
一
日
、
中
野
重
治
、
寺
田
透
と
の
鼎
談
「
葉
山
嘉
樹
〃
昭
和
の
文
学
参
」

を
「
群
像
」
に
発
表
。

四
月
二
十
五
日
、
「
葉
山
嘉
樹
全
集
」
全
六
巻
が
筑
摩
書
房
か
ら
刊
行
さ

れ
、
金
子
洋
文
、
中
野
重
治
、
寺
田
透
、
小
田
切
秀
雄
と
編
集
委
員
に

な
る
。

十
月
二
十
五
日
、
第
十
四
回
吹
田
市
民
大
学
教
養
講
座
〈
日
本
文
学
に
お

・
令

時
、
菊
枝
夫
人
が
住
ん
で
い
ら
し
や
っ
た
。
坂
下
女
子
高
校
に
は
葉
山

嘉
樹
と
親
交
が
あ
っ
た
歯
科
医
の
松
井
恭
平
さ
ん
が
非
常
勤
教
師
を
し

て
い
た
。
葉
山
嘉
樹
の
作
品
に
出
合
う
。

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）

十
月
十
八
日
、
坂
女
子
高
校
文
蕊
部
機
関
誌
「
友
樹
」
第
三
十
八
号
で
「
葉

山
嘉
樹
特
集
号
」
を
刊
行
。
中
野
重
治
、
小
田
切
秀
雄
、
佐
多
稲
子
、

平
林
た
い
子
、
久
保
田
正
文
、
寺
田
透
、
平
野
謙
ら
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
を
寄
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
広
く
反
響
を
呼
ぶ
。

’
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）

三
月
二
十
日
、
葉
山
嘉
樹
の
遺
品
中
か
ら
小
林
多
喜
二
、
島
木
健
作
の
未

発
表
書
簡
を
発
見
し
、
関
西
大
学
「
国
文
学
」
第
四
十
三
号
に
発
表
。

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）

二
月
二
十
五
日
、
「
友
樹
」
第
四
十
三
号
で
「
森
田
草
平
特
集
号
」
を
出

す
。

四
月
一
日
、
岐
阜
県
立
大
垣
南
高
等
学
校
に
転
任
。
新
聞
部
の
顧
問
を
す

る
。
中
央
公
論
社
よ
り
「
日
本
の
文
学
第
三
十
九
巻
」
の
葉
山
嘉
樹
の

年
譜
原
稿
の
依
頼
を
受
け
る
。

一
九
七
○
年
（
昭
和
四
十
五
年
）

四
月
一
日
、
関
西
大
学
非
常
勤
教
師
と
し
て
夜
間
部
の
近
代
文
学
を
担
当

す
る
。



八
月
九
日
、
第
十
七
回
書
誌
研
究
会
〈
私
立
大
学
図
書
館
協
会
書
誌
作
成

分
科
会
〉
で
「
文
献
調
査
と
書
誌
作
成
」
を
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
三

階
第
五
研
究
室
で
講
演
。

’
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）

一
月
十
日
、
「
葉
山
嘉
樹
」
〈
人
物
書
誌
大
系
焔
〉
を
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ

よ
り
刊
行
。

四
月
一
日
、
羽
衣
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
教
師
に
な
り
、
平
成
十
一
年
三

年
ま
で
勤
め
る
。

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

六
月
二
十
日
、
浅
田
隆
・
太
田
登
と
共
編
「
奈
良
近
代
文
学
事
典
」
を
和

泉
書
院
よ
り
刊
行
。

六
月
二
十
二
日
、
児
島
千
波
と
共
編
「
武
田
鱗
太
郎
」
〈
人
物
番
誌
創
〉
を

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
よ
り
刊
行
。

’
九
九
○
年
（
平
成
二
年
）

四
月
一
日
、
関
西
大
学
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
委
員
会
委
員
と
な
る
。
翌
年

九
月
三
十
日
ま
で
務
め
る
。

十
月
一
日
、
関
西
大
学
文
学
部
学
生
相
談
主
事
、
大
畢
院
委
員
会
委
員
を

翌
年
九
月
三
十
日
ま
で
務
め
る
。

十
月
十
日
、
「
開
高
健
書
誌
」
〈
近
代
文
学
書
誌
Ｉ
〉
を
和
泉
書
院
よ
り
刊

行
。

一
一
。

け
る
さ
ま
ざ
ま
の
出
逢
い
〉
で
「
坪
内
遁
遥
と
二
葉
亭
四
迷
」
を
千
里

市
民
セ
ン
タ
ー
で
講
演
。

’
九
七
六
年
（
昭
和
五
十
一
年
）

十
二
月
四
日
、
朝
日
ア
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
〈
近
代
文
学
ゼ
ミ
〉
で
「
小
林
多

喜
二
」
を
京
都
朝
日
会
館
八
階
で
講
演
。

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）

四
月
一
日
、
関
西
大
学
文
学
部
教
授
に
就
任
。

’
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）

五
月
十
日
、
「
徳
永
直
」
〈
人
物
書
誌
大
系
Ｉ
〉
を
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
よ

り
刊
行
。

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）

四
月
一
日
、
大
阪
電
気
通
信
大
学
非
常
勤
講
師
に
な
り
、
平
成
四
年
三
月

ま
で
勤
め
る
。

五
月
十
五
日
、
「
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
」
を
桜
楓
社
よ
り
刊
行
。

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）

三
月
十
日
、
「
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
書
目
』
を
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
よ

り
刊
行
。

三
月
二
十
七
日
、
関
西
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。

七
月
十
日
、
「
谷
沢
永
こ
〈
人
物
書
誌
大
系
週
〉
を
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ

よ
り
刊
行
。



五
月
二
十
日
、
「
昭
和
文
学
年
表
第
２
巻
昭
和
ｎ
年
～
昭
和
加
年
」
を
明

治
書
院
よ
り
刊
行
。

十
一
月
三
十
日
、
「
田
辺
聖
子
書
誌
」
〈
近
代
文
学
書
誌
大
系
３
〉
を
和
泉

轡
院
よ
り
刊
行
。

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

三
月
三
十
一
日
、
関
西
大
学
図
書
館
機
関
誌
「
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

創
刊
。

四
月
二
十
日
、
「
昭
和
文
学
年
表
第
５
巻
昭
和
独
年
～
昭
和
別
年
」
を
明

治
書
院
よ
り
刊
行
。

九
月
二
十
日
、
「
昭
和
文
学
年
表
第
６
巻
昭
和
副
年
～
昭
和
偲
年
」
を
明

治
香
院
よ
り
刊
行
。

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

五
月
三
十
日
～
六
月
十
一
日
、
図
書
館
長
と
し
て
「
関
西
大
学
図
書
館
所

蔵
大
坂
の
書
と
画
と
本
展
」
を
守
口
市
の
京
阪
百
貨
店
で
開
催
。

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）

四
月
二
十
四
日
、
日
本
近
代
文
学
書
誌
学
協
会
第
七
回
大
会
「
パ
ネ
ル

「
書
誌
」
に
つ
い
て
考
え
る
」
が
国
学
院
大
学
本
館
第
一
会
議
室
二
階
で

開
催
さ
れ
、
鈴
木
貞
美
、
高
野
彰
、
山
下
浩
（
司
会
）
と
発
言
者
と
な
る
。

二
○
○
二
年
（
平
成
十
四
年
）

四
月
一
日
、
日
本
近
代
文
学
会
評
議
員
に
就
任
（
平
成
二
十
一
年
度
ま

ｕ

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

九
月
二
十
八
日
、
日
本
近
代
文
学
会
九
月
例
会
「
実
証
の
現
代
ｌ
書
誌
・

注
釈
・
伝
記
に
つ
い
て
ｌ
」
で
「
も
っ
と
書
誌
を
！
」
を
国
学
院
大
学

常
磐
松
二
号
館
中
講
堂
で
発
表
。

十
月
一
日
、
関
西
大
学
図
書
館
長
に
就
任
。
平
成
九
年
三
十
一
日
ま
で
三

期
務
め
る
。

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

一
月
二
十
日
、
「
葉
山
嘉
樹
ｌ
考
証
と
資
料
‐
Ｌ
〈
国
文
学
研
究
叢
書
〉
を

明
治
書
院
よ
り
刊
行
。

七
月
二
十
日
、
図
書
館
長
と
し
て
「
関
西
大
学
図
書
館
影
印
叢
書
」
全
十

巻
の
刊
行
を
開
始
す
る
。

九
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日
、
図
瞥
館
長
と
し
て
「
お
お
さ
か
文
蕊
書
画

展
」
を
大
丸
心
斎
橋
店
南
館
七
階
会
場
で
開
催
、
入
場
者
八
千
五
百
人
。

十
月
一
一
十
二
日
～
二
十
三
日
、
図
書
館
長
と
し
て
「
関
西
大
学
文
蕊
書
画

展
」
を
奈
良
市
春
日
野
町
の
県
新
公
会
堂
で
開
催
。

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

九
月
、
劇
作
家
北
像
秀
司
の
博
士
（
文
学
）
の
学
位
授
与
に
努
力
す
る
。

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

三
月
二
十
日
、
「
昭
和
文
学
年
表
第
１
巻
大
正
旧
年
～
昭
和
皿
年
」
を
明

治
書
院
よ
り
刊
行
。



六
月
一
日
、
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
「
神
戸
大
空
襲
と
文
学
」

協
力
者
と
な
る
。

二
○
○
六
年
（
平
成
十
八
年
）

八
月
三
十
一
日
、
『
大
阪
近
代
文
学
作
品
事
典
」
を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。

十
二
月
十
五
日
、
堀
部
功
夫
・
増
田
周
子
と
共
編
「
四
国
近
代
文
学
事
典
」

を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。
平
成
十
八
、
十
九
年
度
「
大
阪
で
出
版
さ
れ

た
雑
誌
文
化
研
究
Ｉ
雑
記
記
事
細
目
と
解
題
ｌ
」
で
科
学
研
究
費
補
助

金
を
受
け
る
。

二
○
○
七
年
（
平
成
十
九
年
）

一
月
一
日
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
よ
り
科
学
研
究
費
委
員
会

専
門
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る
。

二
月
八
日
、
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
委
員
会
成
果
公
開
部
会
人
文
科

学
系
小
委
員
会
が
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
で
開
催
さ
れ
出

席
。

五
月
十
二
日
、
愛
媛
大
学
人
文
学
会
で
「
近
代
文
学
の
成
立
と
四
国
」
を

講
演
。

十
二
月
八
日
、
別
府
大
学
創
立
百
周
年
記
念
公
開
講
演
会
で
「
織
田
作
之

助
」
を
講
演
。

二
○
○
八
年
（
平
成
二
十
年
）

一
月
一
日
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
よ
り
科
学
研
究
費
委
員
会

韮血

で
）
・

十
一
月
十
六
日
、
昭
和
文
学
会
秋
季
大
会
が
仏
教
大
学
常
照
館
（
図
書
館
）

五
階
常
照
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
「
大
阪
の
文
学
を
め
ぐ
っ
て
」
を
研
究

発
表
。

十
二
月
二
十
日
、
半
田
美
永
と
共
編
「
紀
伊
半
島
近
代
文
学
事
典
ｌ
和
歌

山
・
三
重
ｌ
」
を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。

二
○
○
三
年
（
平
成
十
五
年
）

三
月
三
十
一
日
、
「
河
野
多
恵
子
文
蕊
事
典
・
書
誌
」
〈
和
泉
事
典
シ
リ
ー

ズ
〉
を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。
同
書
は
五
月
十
四
日
に
社
団
法
人
日
本

図
替
館
協
会
選
定
図
書
に
選
ば
れ
る
。

五
月
十
六
日
、
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
監
修
者
に
な
る
。

二
○
○
四
年
（
平
成
十
六
年
）

二
月
二
十
日
、
神
戸
学
院
大
学
人
間
文
化
学
研
究
科
の
高
橋
博
美
「
田
山

花
袋
研
究
序
説
」
課
程
博
士
学
位
審
査
員
と
な
る
。

五
月
十
三
日
、
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
「
阪
神
淡
路
大
震
災

と
文
学
」
の
監
修
者
と
な
る
。

七
月
七
日
、
日
本
近
代
文
学
館
図
書
館
資
料
委
員
会
の
委
員
に
な
る
。

二
○
○
五
年
（
平
成
十
七
年
）

五
月
二
十
日
、
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
編
「
大
阪
近
代
文
学
事
典
」

を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。
編
集
委
員
長
を
務
め
る
。



り
定
年
退
職
。

四
月
一
日
、
関
西
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。
関
西
大
学
特

別
契
約
教
授
に
就
任
。
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
勤
め
る
。

四
月
二
十
七
日
、
「
浦
西
和
彦
著
述
と
書
誌
」
出
版
祝
賀
会
が
新
阪
急
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
谷
沢
永
一
・
河
田
悌
一
・
玉
井
敬
之
・
浅
田
隆
・

浅
野
洋
・
木
村
一
信
・
山
本
幾
生
・
広
橋
研
三
の
祝
辞
、
片
桐
洋
一
の

乾
杯
。

五
月
三
十
日
、
平
成
二
十
一
年
度
国
際
熊
野
学
会
大
会
が
新
宮
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
「
沖
野
岩
三
郎
「
宿
命
』
に
つ
い
て
」

を
す
る
。

二
○
一
○
年
（
平
成
二
十
二
年
）

七
月
十
八
日
、
立
命
館
大
学
の
鳥
木
圭
太
氏
の
学
位
論
文
「
リ
ア
リ
ズ
ム

と
身
体
ｌ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
動
態

に
つ
い
て
ｌ
」
の
公
開
審
査
が
末
川
記
念
会
館
で
開
か
れ
、
審
査
委
員

に
な
る
。

八
月
一
日
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
よ
り
特
別
研
究
員
等
審
査

会
専
門
委
員
及
び
国
際
事
業
委
員
に
委
嘱
さ
れ
る
。
平
成
二
十
三
年
七

月
三
十
一
日
ま
で
。

九
月
八
日
、
韓
国
全
南
大
学
日
本
文
化
研
究
所
で
「
日
本
近
代
文
学
の
成

立
と
そ
の
特
異
性
」
を
講
演
。

_●●

〆、

専
門
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る
。

二
月
一
日
、
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
委
員
会
成
果
公
開
部
会
人
文
科

学
系
小
委
員
会
が
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
で
開
催
さ
れ
出

席
。

三
月
、
「
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
雑
誌
文
化
研
究
」
（
科
学
研
究
費
補
助
金
成

果
報
告
書
）
を
出
す
。

十
月
二
十
日
、
「
浦
西
和
彦
著
述
と
書
誌
第
三
巻
年
譜
葉
山
嘉
樹
伝
」
を

和
泉
瞥
院
か
ら
刊
行
。

二
○
○
九
年
（
平
成
二
＋
｜
年
）

一
月
十
日
、
「
浦
西
和
彦
著
述
と
書
誌
第
四
巻
増
補
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
瞥
目
」
を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。

一
月
三
十
日
、
「
浦
西
和
彦
著
述
と
書
誌
第
一
巻
新
・
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
の
研
究
」
を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。

二
月
二
十
日
、
「
浦
西
和
彦
著
述
と
番
誌
第
二
巻
現
代
文
学
研
究
の
基

底
」
を
和
泉
書
院
よ
り
刊
行
。

三
月
二
十
四
日
、
多
喜
二
・
百
合
子
研
究
会
主
催
「
連
続
講
座
い
ま
、
な

ぜ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
か
」
が
東
京
労
働
会
館
地
下
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
「
獄
中
で
描
か
れ
た
代
表
作
ｌ
葉
山
嘉
樹
「
海
に
生
く
る
人
々
」
ｌ
」

を
講
演
。

三
月
三
十
一
日
、
関
西
大
学
「
職
員
任
免
規
則
第
十
五
条
第
一
号
」
に
よ



月
二
十
一
日
、
立
命
館
大
学
の
池
田
啓
悟
の
学
位
論
文
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
運
動
の
組
織
論
と
創
作
法
ｌ
中
峰
／
宮
本
百
合
子
を
中
心
と
し

た
一
九
三
○
年
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
実
践
ｌ
」
の
公
開
審
査
が
啓

頁
）
を
作
成
。

六
月
二
十
一
日
、

九
月
十
日
、
韓
国
外
国
語
大
学
日
本
研
究
所
で
「
日
本
近
代
文
学
の
成
立

と
そ
の
特
異
性
」
を
講
演
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
。

十
月
四
日
、
岐
阜
県
得
那
地
区
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
会
が
恵
那
高
校

同
窓
会
館
花
の
木
会
館
で
開
催
さ
れ
、
「
葉
山
嘉
樹
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中

の
手
紙
」
を
め
ぐ
っ
て
」
を
講
演
。

二
○
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）

三
月
十
三
日
～
十
九
日
、
韓
国
全
南
大
学
大
学
院
で
集
中
講
義
を
す
る
。

三
月
十
六
日
、
韓
国
全
南
大
学
で
「
書
誌
に
よ
る
近
代
文
学
研
究
方
法
」

五
月
二
十
一
日
、
谷
沢
永
一
名
誉
教
授
を
偲
ぶ
会
が
関
西
大
学
千
里
ホ
ー

ル
で
挙
行
さ
れ
、
冊
子
「
谷
沢
永
一
博
士
略
年
譜
・
書
目
」
（
百
十
七

明
館
で
開
か
れ
、
審
査
委
員
に
な
る
。

七
月
八
日
、
平
成
二
十
三
生

テ
ン
ッ
監
修
者
と
な
る
。

八
月
三
十
一
日
、
八
尾
市
寺

委
嘱
さ
れ
る
。

に
つ
い
て
講
演
。

平
成
二
十
三
年
度
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
コ
ン

八
尾
市
立
教
育
委
員
会
よ
り
吉
田
文
庫
整
理
委
員
長
を

九
月
二
十
三
日
、
第
一
回
関
西
大
学
・
韓
国
慶
尚
大
学
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
近
代
転
換
期
の
東
ア
ジ
ア
の
文
学
・
文
化
へ
の
再
認
識
・
横
断
と

接
境
」
の
基
調
講
演
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
圏
外
作
家
・
中
西
伊

之
助
「
緒
土
に
芽
ぐ
む
も
の
」
に
つ
い
て
」
を
韓
国
慶
尚
大
学
で
す
る
。

二
○
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）

一
月
二
十
一
日
、
最
終
講
義
「
葉
山
嘉
樹
の
文
学
的
転
向
」
を
関
西
大
学

文
学
部
第
一
学
舎
第
一
号
館
Ａ
六
○
二
教
室
で
行
う
。

上


